
 

4 国際看護論演習「SDGｓ解決策を考える」

1. 概要

　看護学部の国際看護論演習では、国際的な視野に立ち、学生が主体となって保健・看護上の課題を
見つけ、看護職の役割について考察できることを目標に掲げている。その中で、国連の持続可能な開
発目標(SDGs)をベースとしたテーマを選び、看護学生だからこそ考える健康面に着目した解決策につ

いて、グループワークを中心に取り組んだ。 

 
グループワークに先立って、講義ではSDGs採択まで
の歴史的背景を説明した。具体的には、まず学生の
ような若者が身近に感じて理解しやすいと思われる
内容を考慮し、アフリカ大飢饉の際に英国や米国の
ミュージシャンが立ち上がり実践したチャリティ活動
をその曲とともに紹介し、「自分ができることをや
るだけ。何も行動しないのは同罪。」というメッ
セージを動画で全員で視聴した。

 そのうえで、国連のミレニアム開発目標から持続
可能な開発目標へ進化した点と意図、また国連の
ファクトシートから世界中で自分の知らない過酷
な実状があることを学んだ。さらに、国内の企業
や団体、地域で実際に行われている取り組みにつ
いて知り、SDGsが遠い国の話だけではなく実は
身近であることの理解を深めた。　

これらの情報を得たうえで、「国レベル、地域レベル、大学レベル、個人レベルと、健康に関連した課
題の解決策を考えてみましょう」、「教員のこともビックリさせるような解決策を期待しています」と
投げかけ、テーマの選定やそれに関連する目標の選択も含め、グループに委ねた。

                   原則６：　人々の国際市民としての意識を高める

                   原則９：　持続可能性を推進する
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学生は、自分達の生活の中の身近なところからシー
ズ（種）を見つけることができていた。そのトピック
について、グループワークを重ねて改めて自分たちで
じっくり調べ、学際的な取り組みについて様々な情報
を得て整理していた。自分も学びながら、そして自身
の生活を客観的に見る力を養っている様子であった。
学生が掲げる解決策は、既に実践されている取り組み
を参考にして発展するものもあれば、独自の発想で切
り込むもの、今日から個人レベルで心がけられるも
の、と様々であった。プレゼンテーションではお互い
のグループの発表で興味深かった点、感想や意見など
のディスカッションの時間も十分にとり、フィード
バックを行った。この科目で学ぶ前は「SDGsという
言葉は聞くけど具体的なところまでは知らない」と
語っていた学生が、地球で生きる一人の人間としての
責任というところまで考え、正解はひとつではない自
由な解決策をいきいきと共有することができていた

5 副専攻の紹介：「国際教養教育プログラム」と「地域創造教
育プログラム」

                   原則６：　人々の国際市民としての意識を高める

                   原則９：　持続可能性を推進する

1. 「知の基盤」と２つの副専攻

岩手県立大学では、いわゆる教養教育（リベラル・アーツ）の一環として、「副専攻」という制度が
ある。学生は、初年次より「基盤教育」科目の履修を通じて教養を培い、大学で学ぶための「知の基
盤」を形成していくが、「副専攻」の狙いは、それだけに止まらず、各学部での専門的な学び（主専

攻）をさらに広げ、深める機会を提供することである。 

「副専攻」のおもな特徴は、①全学部の学生に開かれていること、②「地域創造教育プログラム」と

「国際教養教育プログラム」の2つのプログラムから構成されていることである。両プログラムは、そ

れぞれ「地域」と「国際」という観点から世界を理解しようとする実践的取り組みである。各プログ
ラムを修了すると、それぞれ「地域創造士」と「国際教養士」の称号と修了証が授与される。
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